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　秋田県は鉱産資源に恵まれ，佐竹氏が藩主とし
て統括した藩政時代から盛んに鉱山開発を行って
きたところです。県内には，内陸山間部に黒鉱型
あるいは鉱脈型などの金属鉱山が多数あります。
また，沿岸部は油田地帯として知られています。
このように地下資源が豊富なことから，明治の近
代化に活用され，1910 年（明治 43 年），ついには
国内唯一の鉱山専門学校が秋田に設立されました。
鉱業博物館はこの秋田鉱山専門学校の列品室が前
身であります。その後，新制秋田大学鉱山学部の
鉱山博物館を経て，1961 年（昭和 36 年）に創立
50 周年を記念して，現在の鉱業博物館が建設され
ました。さらに 100 周年を迎えた 2011 年（平成 23
年）に博物館を大幅にリニューアルし，現在に至っ
ています。学部名も鉱山学部から工学資源学部へ，
そしてこの春から国際資源学部へと時代と共に変
遷しております。
　鉱業博物館では，教育・研究のために 100 年に
わたって収集された鉱物・岩石・化石をはじめ，
鉱山模型などを保管・展示しています。その資料・
標本は 2万点を数え，そのうちの 3,300 点を展示し
ています。現在の日本では稼働している鉱山がほ
とんどなく，鉱山跡地に行っても鉱物・鉱石を見
ることはできません。しかし，ここではそのほと
んどの実物を見ることができ，私たちの生活に欠
かせない資源について学ぶことができます。

　当館の展示棟は 3 階からなり，主に 1 階にはこ
れまで長い年月をかけて収集してきた大学コレク

ションを代表する鉱物・鉱石，2階には地球の構成
と歴史を学ぶ隕石・岩石・化石，3階には資源開発
用の実機・模型などを展示しています。では，1階
から順を追って紹介します。

〈1階〉大学コレクション（鉱物・鉱石）
　1階には秋田・日本のみならず世界各地の鉱山か
ら産出した 2,200 点に及ぶ鉱物・鉱石を展示してい
ます。これらの標本は質・量ともに大変充実して
おり，国内最大級のコレクションを誇ります。
　鉱物・鉱石には私たち人間の営みに欠かせない
有用元素が濃集されています。標本ラベルを見る

秋田県秋田市

秋田大学国際資源学部
附属鉱業博物館

各
地
の
博
物
館
巡
り

各地の博物館巡り

原油ポンピングユニットと鉱業博物館

はじめに

展示内容

1 階　2,200 点の鉱物・鉱石を系統的に展示している
　　 （写真左下が秋田を代表する黒鉱鉱石の大型標本）

1 階　美しい蛍光鉱物
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とどの鉱物に何が入っているのか一目で分かりま
す。また，その鉱物一つ一つがもつ，独特の色や
形には魅了されます。

〈2階〉地球の構成と歴史（隕石・岩石・化石）
　2 階には「太陽系の中の地球」，「岩石」，「地球
表層の諸現象」，「秋田の生い立ち」，「地球生命史」
の５つの展示コーナーがあります。ここでは，宇
宙の中の地球，地球はどんな岩石からできている
のか，地球とくに火山国日本で発生する地震や噴
火などの現象，生命はいつ生まれてどのように進
化していったのかなど，地球と生命に関する様々
なことが分かる展示となっています。
　地球が誕生した 46 億年前からの歴史を知り，ま
た同時に各時代の地球を構成している物質を見る
ことができ，地球科学に興味がどんどん沸いてき
ます。

〈3階〉資源開発（実機・模型）
　3階では，1階の鉱物・鉱石を金属製品にするた
めの過程である，「探鉱」→「採鉱」→「選鉱」→「製
錬」→「金属（中間）製品」という資源開発の流
れを見ることができます。資源学の始まりが鉱物・
鉱石だとすると，ここではそれを人間が活用する
術を教えてくれます。他にも，秋田ならではの「採
油」，地元における藩政時代からの鉱山開発を説明
した「秋田の鉱山史」，資源開発に欠かせない「保
安と公害防止」，今後益々求められる「自然エネル
ギー」のコーナーがあります。どれも鉱業という
分野に特徴づけられたコーナーです。
　また，ここには，鉱山設備の実機や模型を多数
展示しており，館の特色の一つにもなっています。
鉱山設備は巨大で特殊なものが多く，その仕組み
がわからないものです。しかし，それを模型にす
ることによって，地下の様子や機械の内部構造が
目に見え，細部にわたって分かるようになります。
これら模型の中には，秋田鉱山専門学校開校当時

に譲り受けた 100 年前のドイツ・フライベルク鉱
山大学の大変貴重な鉱山模型もあります。

　鉱業博物館は、小・中・高校生の総合学習の授
業や地域の方々の生涯学習の場に利用されていま
す。また、毎年、小学生を対象にジュニアサイエ
ンススクールを開講して、地球科学を学ぶ基礎と
なる鉱物採集や化石採集を行っています。さらに、
学部教員・博物館研究員の協力を得て、企画展や
講演会を行っています。鉱業博物館には、サイエ
ンスボランティアも多数おり、事前に連絡すると
館内を案内することもできます。

　秋田駅から北へ 2㎞ほどの場所にあり、秋田大学
手形キャンパスを見渡せる丘の上にあります。晴
れた日には南に鳥海山、北西に男鹿半島寒風山を
眺望することもできます。

［秋田大学国際資源学部附属鉱業博物館　千田 恵吾］

写真 4　マッコウクジラ（現生）の骨格標本

おわりに

所在地ほか
2 階　地球生命史コーナー　アンモナイトの展示

3 階　フライベルク鉱山模型群

住　　所：〒 010-8502 秋田市手形字大沢 28-2
電　　話：018-889-2461
入　館　料：大人 100円、高校生以下無料
開館時間：9:00 ～ 16:00
休　館　日：年末年始のみ（12/26 ～翌年 1/5）
URL：http://mus.akita-u.ac.jp
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1．はじめに
　「大地の恵み」をテーマとした原稿執筆依頼を受
け，頭に浮かんだのは「宮水」でした。宮水とは，
酒好きの人，関西の人ならお判りと思いますが兵庫・
灘の酒の名門酒造（白鹿・沢の鶴・菊正宗・日本盛・・・）
が酒造りの際に使用する水のことであり，西宮市の
海岸に近い一角（500 ｍ四方程度）にだけ湧き出る
不思議な湧水です。この水は当初，「西宮の水」と
呼ばれていましたが，略されて「宮水」となりました。

２．宮水の歴史
　宮水が発見されたのは江戸時代末であり，西宮
のえびす神社近くの井戸水が，酒造用水として優
秀なことが確認されたのだが，その発見の大きな
功績者として山邑太左衛門があげられる（ただし
西宮の人ではなく神戸魚崎出身の人）。
　太左衛門は酒造りの大手で，神戸魚崎や西宮に
おいて酒造りをしていたが，酒の出来が両蔵で違
うことに気付いた（西宮のほうが旨い）。

　何が要因かと考え，材料・工程を同じにして，
さらに蔵人を西宮と魚崎で入れ替え，技術による
差を無くしたにも係わらず西宮のほうが旨い。考
えた挙句「水の違い」というところにたどり着いた。
そして，西宮の井戸の水を魚崎に運んで酒造りを
したところ，どちらも旨い酒が出来たという。
　写真添付した発祥の地の碑（写真 -1）は，そ
の太左衛門の蔵の井戸である「梅ノ木井戸（写真
-2）」のあった場所に建てられている（兵庫県西宮
市久保町）。

３．宮水の水質
　宮水は，硬度が高くカルシウム・カリウム・マ
グネシウム・リンを豊富に含有し，鉄分を含まな
い酒造用に適した水質であり，このミネラル分が
スッキリした辛口の酒を造りだしている。特にリ
ン（麹や酵母の栄養分）が豊富で，一般の酒造り
の水の 10 倍含まれている。
　また，硬度の値（カルシウムとマグネシウムを
炭酸マグネシウム量に置き換えた）は 180mg/㍑と

宮
み や

 水
み ず

大
地
の
恵
み大地 の 恵み

写真 -1　宮水発祥之地碑（筆者撮影）

写真 -2　梅ノ木井戸（筆者撮影）
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硬水（120 mg/㍑以上で硬水）による酒造りは全国
でも珍しい。因みに，京都伏見は「御香水」と呼
ばれる軟水を使用した酒造りである（西宮の酒は
辛口で「男酒」と呼ばれ，ミネラル分の少ない軟
水を使用した酒はなめらかで女性的であることか
ら「女酒」と呼ばれている）。従来，清酒は夏を越
すと火落ちといって，味が悪く品質が落ちるのが
一般的であったが，西宮で作る酒だけは秋を迎え
るまで更に芳醇まろやかとなり味が良くなり「秋
晴れ」といって称賛された。

４．宮水の水源
　宮水の水源は，夙川の伏流水と言われている。
かつての夙川は，現在の数倍の規模を誇る広大な
砂層の三角州を形成しており，砂層（貝化石混入）
や礫層が種々の成分を付加・除去して酒造りに最
適な水となっている。また宮水の湧き出す地域は，
海岸に近く大昔は海であったために塩分やミネラ
ル分を含み六甲山の花崗岩層を通過した地下水と
絶妙にブレンドされ酒造りに最適な水と成ってい
る。ただし，飲料水には適さず酒造りのためだけ
にある水である。
　宮水地帯の成立ちを説明板（宮水庭園内に掲示）
からの引用として写真 -3に示す。

　余談であるが，宮水の成分を分析し人工的な宮
水から醸造し比較しても自然の宮水には遠く及ば
なかったという。現代の科学をもってしても作り
出すことの出来ない，また組成にも未知な部分が
あるようで自然の造りだした酒好きには奇跡の水
と言える。

５．おわりに
　宮水は，先に記述したように西宮市の海岸に近
い一角（500 ｍ四方程度）にだけ湧き出る自然の造
りだした奇跡の水である。主な各酒造メーカーの

宮水井戸を写真 -4に示す。
　このため，保存調査会なるものが発足され，用
途の限定や水質の定期的な調査を行い保全に尽力
しているそうである。
　この湧き水は，自然の造りだした大地の恵みを
受けた歴史あるもので，今後も後世に残していく
必要があります。我々土木技術者としては，この
奇跡の水を絶やすこと無いように，土木・建築工
事に対して地下水への影響を綿密に検討評価する
などして，地下水の保全に対して多少なりとも貢
献できれば幸いです。

［中央開発（株）　久保 宏司］

写真 -3　宮水地帯の成立ち（宮水庭園内の説明板）
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1. はじめに
　7世紀中頃の朝鮮半島は高句麗・新羅・百済が勢
力を競い合っており，唐・新羅の連合軍により滅
んだ百済を復興させるため倭国（日本）は援軍を
送ったが，663 年「白村江の戦い」で惨敗を喫した。
これにより，唐・新羅の日本への来攻を恐れた朝
廷は西日本各地に防衛施設を造り，大宰府周辺は
国防の最前線に位置づけられ，低地部に土塁を築
いた水城，周辺の山地には朝鮮式山城の大野城・
基肄城などが相次いで築造された。

2. 地形を利用した防御
　福岡平野の周辺は脊振山地，三郡山地に囲まれ
ており，大宰府周辺は両山地に挟まれた福岡平野
と筑後平野を結ぶ，筑紫野（二日市）地峡帯と呼
ばれ，現在も鉄道，道路などのライフラインが集
中する交通の要衝にあたる。両山地は主に中生代
白亜紀の花崗岩類からなり，福岡平野の周囲は早
良花崗岩を主とする。脊振山地はかつて浸食され
て平原化された地形を残したまま隆起した隆起準
平原地形と断層により分断された地塁構造が明瞭
である。

　基肄城跡がある基山は脊振山地の東端にあたり，
大野城跡がある四王寺山は山頂部が広範に緩やか
な地形をなしている。ともに百済の亡命高官によ
る朝鮮式山城である。
　大野城は城壁の総延長約 8km，城門 9 箇所，佐
賀県との県境にある基肄城は城壁の総延長約 4km，
城門 4 箇所の規模で，土塁と石垣で囲まれた城壁
の内部には多くの倉庫や井戸などの施設が設けら
れている。

水城跡と大野城跡・基
き い

肄城跡 ～地形を利用した古代の防衛線～

各
地
の
残
す
べ
き
地
形
・
地
質

各地の残すべき

地形 地質・

写真 1　東側丘陵から水城跡～脊振山を望む 写真 3　大野城の石垣で最大規模の百間石垣

写真 2　基肄城跡山頂周辺の土塁跡
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　水城は福岡平野の南端にあって，平野部が最も
狭小となる地点を塞ぐように造られた土塁とその
前面の濠からなる（写真 1，図 1，2参照）。土塁の
長さは約 1.2km，高さ 8 ～ 9m，幅が最大 80m で，
濠は幅 60m，深さ 4mの規模であったと推定され
ている。
　大宰府の防御は，これらの施設と天然の地形を
利用して山稜線を結んだ羅城（城の外郭）として
計画的に配置された可能性が考えられている（図 1
参照）。

3. 土木技術と史跡の保存
　水城の土塁は「版築構造」と呼ばれ，粘土や砂
などを棒状の叩き道具を用いて交互に突き固めて
堅固な堤を築いている。また，軟弱な地盤であっ
たことから樹木の枝葉を敷き詰めて，基礎のすべ
りを押さえる「敷粗朶工法」が採用されている（写
真 4，5参照）。土塁の中には濠に導水するための
木樋が通されており，きわめて高度の設計と技術

によって築造されたものとわかる。
　大野城の百間石垣（写真 3）もしっかりした基礎，
裏込めに栗石を使用し，地下水を排出するための
吐水口を設置など水に配慮した構造で，石垣の裏
から版築状の盛土が発見されるなど，当時の技術
の高さを窺い知ることができる。
　今年，水城は築造 1350 年を迎え周辺自治体等で
実行委員会が結成され，水城跡・大野城跡・基肄
城跡をテーマにこの大切な史跡を守り，伝え，活
かすための各種事業が展開されている。

［日本地研株式会社　撰田 克哉］

〈参考文献〉
1）　 大宰府史跡特別史跡発掘調査 30周年記念特別展　大宰府復元

九州歴史資料館　平成 10年 10月
2）　 特別史跡水城跡「100 年ぶりの土塁断面発掘調査一般公開に

ついて」福岡県教育庁文化財保護課　平成 26年 5月 26 日　
報道配布資料

図 1　 自然地形を利用した羅城の復元
　　　（点線は阿部義平説より）（提供 九州歴史資料館）

図 2　水城跡復元図（提供 九州歴史資料館）

写真 4　平成 26年 6～ 8月に公開された発掘調査箇所
           （提供 福岡県教育委員会）

写真 5　発掘調査で検出された版築と敷粗朶
           （提供 九州歴史資料館）

版築

敷粗朶
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地質調査技術のフロンティア

の度，特定非営利活動法人 地質情報整備活
用機構の設立 10 周年記念行事の一つとし

て本書を出版いたしましたので紹介させていただ
きます。
　本書の性格はその出版趣意書に濃縮されている
ので，まずその一部を以下に引用します。

　掲載されている地質調査技術 112 件は以下の 9
分野に分けられ，全 145 ページに収められています。
　1．数値解析・予測技術
　2．室内試験技術
　3．サウンディング・原位置試験・物理探査・
　　  計測・監視技術
　4．地下水・土壌汚染
　5．空間情報・リモートセンシング
　6．地下資源調査・開発技術
　7．ボーリング関連技術
　8．工法・施設・管理
　9．情報化・情報伝達
　本書を編集するに際して，お寄せいただいた技
術内容を丁寧に読ませて頂きました。私自身は大
学卒業後，直ちに地質調査業に従事したあと，土
木工学科，環境科学研究科，地球科学科，環境リモー
トセンシング研究センターと勤務先を変え，定年
退官後は全国地質調査業協会連合会理事，同相談
役を務めさせていただいた経験から，地質調査技
術についてはある程度理解出来るという自負があ
りましたが，今回の企画を進めてきた過程で，今
まで知らなかった地質調査技術の多岐にわたる点
やそれぞれの技術力，また新技術への創意工夫に
努力されている企業各社の取り組み姿勢に改めて
感服・感動した次第です。こういった経験から言
えることですが，本書は上記の出版趣旨に加えて，
これからの業界を背負っていただく若い技術者の
参考として，また更には新技術の開発に挑戦する
際の道標になり得るものと確信し，ここに紹介さ
せていただいた次第です。

書
籍
紹
介

書籍紹介

企画・編集　新藤 静夫＊

こ

＊ 特定非営利活動法人 地質情報整備活用機構 顧問　千葉大学名誉教授

● 2014 年 10月 31日発行
●発行者
　特定非営利活動法人 地質情報整備活用機構
　〒 101-0047　
　東京都千代田区内神田 1-5-13 内神田 TKビル 3F
　電話 03-6689-5353　FAX 03-3518-4901
　＊ 詳細は上記にお問い合わせください

表紙の絵は昭和 5年北伊豆地震の際、活動した丹那断層の爪痕を遺
す静岡県函南町火雷神社のスケッチですが、招待論文の中でこの断
層の立体視が出来るように用意されています。

　近年地質調査の重要性が広く認識されるよう
になったとはいえ，各関連会社が備えているそ
の技術力については深く理解されているとは言
えません。その原因の一つとして，関係省庁や
地方自治体の関係部局はもちろん，大学の地質
関係学科や，更には一般市民への地質調査技術
の発信不足にあったことは否めません。本企画
はそれらの背景を踏まえたうえで，各社が保有
している技術をハード面，ソフト面に跨って紹
介し，またそれらの将来展望などを合わせて冊
子としてまとめ，上記各方面に配布しようとす
るものです。またこれを契機として各社の技術
力向上の起爆剤とすることも意図としているも
のです。題名の“フロンティア”にはこの意味
が込められています。（以下略）
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　第 25 回技術フォーラムが，9 月 18 日（木）～ 19 日（金）の 2 日間，秋田市で開催された（行事の具体的な内容は，
表 1 参照）。
　今回のフォーラムでは，「“ジオ・アドバイザーの役割” －技術と技能の融合－」をメインテーマに，地元「東
北地質調査業協会」の全面的な協力と国土交通省東北地方整備局，秋田県，秋田市の後援および独立行政法人
土木研究所，日本情報地質学会，NPO 地質情報整備活用機構，地質リスク学会に協賛いただいた。
　初日の特別講演会は，谷口　博昭氏（一般財団法人国土技術研究センター　理事長）に特別講演として「持
続的発展への足固め，進化を・・・　－持続しうる建設界へ－」というテーマでご講演いただいた。
　技術発表会には，若手技術者を中心に全国から 104 編（表 2 参照）の応募があり，活発な質疑が行われた。
　なお，今回の優秀技術発表者賞には，各セッションから選抜された 19 名が受賞された（表 3 参照）。
　2 日間の総入場者数は，約 510 名となった。
　平成 27 年度の技術フォーラムは，中部地区（名古屋市）で開催する予定である。

表1　行事内容表1　行事内容

全地連「技術フォーラム2014」について
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全
地
連
「
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
」
に
つ
い
て

セッション／発表時間 論文No. 発表者 所属先 地区 題　　　　　　　　　　　　目

後藤　美香 応用地質株式会社 東北 道路計画段階における地質踏査による地質リスクの特定事例

北田　憲嗣 応用地質株式会社 関西 斜面災害箇所におけるポータブル動的貫入試験(PANDA2)の適用事例

齊藤　龍太 株式会社藤井基礎設計事務所 中国 ラジヘリ空中写真と３D画像を用いた浮石調査事例

磯　　高之 川崎地質株式会社 東北 急崖斜面におけるトンネル坑口部の斜面・落石調査

谷垣　勝久 株式会社タニガキ建工 関西 中央構造線断層破砕帯域での施工時における法面補強の対策例

後根　裕樹 株式会社エイト日本技術開発 関西
山岳トンネルを対象とした事前地質調査および切羽判定の比較・検討
事例

八野　祐二 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 関東 トンネル調査における電気探査結果（比抵抗）からの地山分類

石川　昭人 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 東北 施工実績を踏まえたトンネル地山等級区分の事例

松橋　浩一 株式会社テクノ長谷 東北 新第三紀層（泥岩・凝灰岩）の地すべり調査について

日下田　亮 川崎地質株式会社 北海道 道路切土のり面における動態観測に基づく変状傾向の把握

大竹　繁之 応用地質株式会社 東北 融雪期の地すべり発生時の対応事例

藤井　　勇 株式会社藤井基礎設計事務所 中国 御幡地すべりのすべり機構と安全管理

長谷川　陽一 国土防災技術株式会社 東北 蔦川地区地すべりにおけるすべり面の土質特性

鈴木　　聡 奥山ボーリング株式会社 東北
岩盤地すべり箇所における変質指標を用いた地質構造および変質特
性の検討

西谷　達郎 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中部 開口亀裂の配置に基づいた椅子型地すべりのブロック範囲の推定例

友野　　誠 国土防災技術株式会社 東北 下北半島西部の付加体堆積物地域における地すべり調査事例

松場　康二 株式会社ダイヤコンサルタント 四国 豪雨により発生した崩壊の機構解析事例

遠藤　則夫 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 東北 地すべり機構解析へのボアホールカメラ画像解析と年代測定の適用例

河戸　貴善 株式会社日さく 東北 荒瀬川地すべりの発生機構に関する断層の影響について

照井　弘樹 応用地質株式会社 東北 大規模地すべり地における大深度孔内傾斜計の設置と観測

岩見　崇弘 川崎地質株式会社 関西 地すべり抑止工を対象としたチェックボーリング事例

河合　浩二 株式会社ジオファイブ 関東 根入れ深さ測定装置の概要と測定事例

多羅尾 　一勤 株式会社東京ソイルリサーチ 関東 擁壁の健全性調査について

市橋　義治 株式会社相愛 四国 小型・軽量SAAMジャッキによる高荷重アンカーのリフトオフ試験事例

常川　善弘 株式会社相愛 四国 グラウンドアンカーのり面の維持管理調査事例について

飯塚　徳達 株式会社東建ジオテック 関東 SAAMジャッキを用いた土留工の安全管理の事例

小野　　篤 株式会社日さく 関東 大島土砂災害と表層土層分布について

栗林　正樹 川崎地質株式会社 北陸 片品川流域における砂防ダム計画地点での地質分布とその成因

栗山　大助 奥山ボーリング株式会社 東北
テフラ層が分布する岩盤地すべり地で実施したトレンチ調査および地す
べり変動に関する考察

高柳　朝一 応用地質株式会社 四国 施工に伴う初生すべり対応　－アルジェリアの東西高速道を例として－

牧戸　邦浩 興亜開発株式会社 関東 立川断層の調査事例

稲垣　光艶 株式会社アテック吉村 関西
固定ピストン式二重管サンプラー（GSサンプラー）による砂質土のサン
プリング品質について

植木　忠正 中央開発株式会社 関東 高品質ボーリング工法による緩い砂のサンプリング

赤坂　幸洋 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中国 港湾施設の耐震対策効果確認のための調査と試験について（その1）

島田　徹也 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中国 港湾施設の耐震対策効果確認のための調査と試験について（その2）

小松　洋之 株式会社東京ソイルリサーチ 関東
チューブサンプラー（短尺サンプラー）を用いた原位置飽和度測定手法
の開発

寺方　淳治 応用地質株式会社 東北 コアドリルを用いた地下水観測孔の設置事例

武田　理香 大地コンサルタント株式会社 北海道 坑道図を用いた地下空洞調査の事例

今井　幹浩 応用地質株式会社 関東
パーカッションボーリングと孔内挿入式3Dレーザースキャナー(CALS）を
用いた効率的な坑道内部調査例

粟津　和也 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 関西 千葉県浦安市沖積粘土の液性限界の経時変化について

京野　　修 応用地質株式会社 北陸 連続加圧方式による広島まさ土の保水性試験結果（その２）

持田　文弘 応用地質株式会社 関東
砂・シルト分を多く含む地盤の非排水せん断強度決定法について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （その２）

片寄　　修 関東土質試験協同組合 関東 圧密試験における供試体寸法がPｃにどのような影響を与えるか

箕浦　慎也 応用地質株式会社 北海道 礫分を混入する砂丘砂の液状化強度特性

大迫　祐一 上山試錐工業株式会社 北海道 泥炭の物性値が安定処理土の一軸圧縮強さに及ぼす影響について

松村　竜樹 中部土質試験協同組合 中部 一般廃棄物を利用した改良土の一軸圧縮試験についての一考察

高瀬　晶弘 株式会社サクセン 関東 豪雪地域における地下水位観測事例

三好　千春 東邦地水株式会社 中部 先行降雨指数を用いた地下水排水工事の影響判定方法について

菊地　將太 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 中部 地下水位の経年変化に関する考察

岡野　和也 株式会社日さく 中部 複合的な物理探査による地下水開発

宮澤　育江 株式会社サクセン 関東 エアハンマ工法を用いた地下水湧出層の判定

足立　直樹 ハイテック株式会社 関西 活用している地中熱井周辺地盤での温度変化について

全 地 連 「 技 術 フ ォ ー ラ ム 」 秋 田 技 術 発 表 内 容 一 覧

A-1　斜面調査

9月18日　13:00～14:30

放光（左）

A-3　トンネル調査
9月19日　 9:00～10:00

放光（左）

A-4　地すべり調査Ⅰ

9月19日　10:15～11:45

放光（左）

A-5　地すべり調査Ⅱ

9月19日　13:00～15:00

放光（左）

B-1　メインテナンス

9月18日　13:00～14:30

放光（中）

〔特別セッション〕

B-2　地域と地質的課題

9月18日　14:45～16:45

放光（中）

B-3　現場技術Ⅰ

9月19日　 9:00～10:00

放光（中）

B-4　現場技術Ⅱ

9月19日　10:15～11:45

放光（中）

B-5　室内試験

9月19日　13:00～15:00

放光（中）

C-1　地下水調査Ⅰ

9月18日　13:00～14:30

放光（右）

表2　全地連「技術フォーラム2014」秋田　技術発表会内容一覧

全地連「技術フォーラム2014」について
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（表 2 のつづき）
(表2のつづき)

セッション／発表時間 論文No. 発表者 所属先 地区 題　　　　　　　　　　　　目

友清　　悟 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 関西 BATシステムを用いた地下構造物設計への適用

吉岡　正光 サンコーコンサルタント株式会社 関東
原位置特性の把握を目的とした電動駆動タイマー式地下水採水装置の
適用性

石黒　　創 株式会社ソイル・ブレーン 中国 急傾斜地での湧水対策の調査・検討事例

岩田　英也 国土防災技術株式会社 東北 地すべり末端部における地下水流動状況の調査事例

藤原　直哉 奥山ボーリング株式会社 東北 酸素溶解式地下水追跡調査の実施例

石幡　和也 新協地水株式会社 東北 丘陵地域における地下水環境影響調査の例　－河川工事－

細堀　建司 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中部 遊水池建設に伴う湧水量評価のための試験掘削と解析事例

徳永　貴大 サンコーコンサルタント株式会社 関東 ため池における水収支検討

小井戸　一浩 復建調査設計株式会社 中国 地下水調査実施の際の工夫と留意点

青木　　拓 中央開発株式会社 東北 ボアホールカメラにおける孔壁洗浄の工夫

滝川　義治 株式会社キタック 北陸 現場条件に応じたボアホールカメラの活用方法

渥美　賢拓 国土防災技術株式会社 東北 ボアホールカメラによる孔内観察

森口　安宏 川崎地質株式会社 関東 孔壁観察による割れ目の分類と地質構造

野本　真吾 株式会社ジオテック 北海道 基礎コンクリート下の杭を対象とした非破壊手法による探査

中村　直文 日本物理探鑛株式会社 中部 複数の物理探査法による埋設物調査とその有効性

岡　　　弘 興亜開発株式会社 中部 強磁性体に近接した磁気探査法

今井　利宗 川崎地質株式会社 関東 アレイ高周波センサーを利用した構造物基礎部形状調査について

永井　延史 株式会社ジオファイブ 関東 3次元地中レーダの概要と適用例

青池　邦夫 応用地質株式会社 関東 GPRによる深部路面下空洞検出のためのモデル検証実験

竹田　好晴 応用地質株式会社 関西 通行の安全確保に向けた道路管理者との協働による路面下空洞調査

水野　浩嗣 トキワ地研株式会社 北海道 空中写真を利用した表層泥炭分布域の推定

八尋　拓也 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中国 低盛土道路の沈下問題とその対策工法の選定について

岩﨑　誠二 中央開発株式会社 東北 未圧密地盤における現況圧密度の評価のための調査・解析事例

金丸　功希 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 九州 海上構造物下の粘性土の強度増加事例

井上　玄己 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 九州 軟弱地盤における地盤改良時の変位特性について

大谷　高志 和光技研株式会社 北海道 断熱工法による道路の凍上抑制効果について

内海　　実 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 東北 アスファルト路面の隆起変状原因調査

松川　尚史 協同組合関西地盤環境研究センター 関西 粘性土の一軸圧縮強さとN値の関係

大森　将樹 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 関東 粘性土のN値と強度の関係についての再考

玉置　敏洋 ハイテック株式会社 関西 簡易動的コーン貫入試験の安全対策について

斉藤　　学 北海道土質コンサルタント株式会社 北海道 簡易動的コーン貫入試験器の改良について（その２）

奈須　徹夫 株式会社ワイビーエム 九州 動的コーン貫入試験装置における打撃装置自重低減効果について

中西　　諭 大地コンサルタント株式会社 北海道 スウェーデン式サウンディングの軟弱地盤への適用

茂木　太郎 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 東北
河川堤防耐震性能照査でのスクリュードライバー式サウンディング試験
法（SDS試験法）の利用性

藤澤　　晃 川崎地質株式会社 関西 高速サウンディング（HiSS)の適用事例

杉山　光正 復建調査設計株式会社 関東
液状化判定のための間隙水圧計測を伴う動的コーン貫入試験と標準
貫入試験結果の比較

菊地　　真 東北ボーリング株式会社 東北 小規模建築物調査へのPDC試験の適用

長谷川　貴志 株式会社東建ジオテック 関東 海岸埋立地におけるピエゾドライブコーンによる簡易液状化判定事例

上野　俊幸 応用地質株式会社 九州
スウェーデン式サウンディング試験を主体とした樋門等構造物周辺堤
防の空洞化調査事例

村井　政徳 川崎地質株式会社 九州 挟在砂層に着目した堤防漏水調査の一事例

中川　翔太 川崎地質株式会社 関西 河川堤防におけるモグラ穴調査及び表層浸潤試験

西　　俊憲 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 東北
自然由来重金属等含有トンネルズリの簡易蛍光X線分析装置による汚
染土量の算定に当たっての課題

龍野　敏晃 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 関東 道路トンネルにおける自然由来重金属調査－礫岩からのひ素の検出

遠藤　康仁 地盤環境エンジニアリング株式会社 関東 ダイレクトセンシングを利用した地層判定の事例

澤田　弦一郎 株式会社エイト日本技術開発 関東 硫化水素発生土壌に対するボーリング調査時の安全管理

遠藤　彰博 中央開発株式会社 関西 平成25年7月豪雨による中国地方被害状況調査

小田　裕紀 株式会社日さく 北陸 平成25年7月豪雨に伴う新潟県長岡市山間部の土石流災害について

菅野　瑞穂 中央開発株式会社 関東 伊豆大島土砂災害における斜面崩壊源頭部の観察事例

原　　勝重 新協地水株式会社 東北
東北地方太平洋沖地震によって生じた谷埋め盛土の変状とその対策
工について　-福島県中通り南部の例－

今村　隆広 株式会社復建技術コンサルタント 東北 高盛土の災害調査・復旧と地質リスクを視点にした今後の防災対策

塚本　真理佳 応用地質株式会社 東北 総合学習を通じた防災教育への取組み

藤井　俊逸 株式会社藤井基礎設計事務所 中国 ドボク模型で伝える「地質調査の重要性」

D-4　環境調査

9月19日　10:15～11:45

矢留（B）

D-5　自然災害／防災教育

9月19日　13:00～15:00

矢留（B）

C-3　孔内観察

9月19日　 9:00～10:00

放光（右）

C-4　物理探査

9月19日　10:15～11:45

放光（右）

C-5　ケーススタディ

9月19日　13:00～15:00

放光（右）

D-1　サウンディングⅠ

9月18日　13:00～14:30

矢留（B）

D-2　サウンディングⅡ

9月18日　14:45～16:45

矢留（B）

D-3　河川堤防調査
9月19日　 9:00～10:00

矢留（B）

C-2　地下水調査Ⅱ

9月18日　14:45～16:45

放光（右）
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表3　優秀技術発表者賞　受賞者一覧
表３ 優秀技術発表者賞 受賞者一覧 

 

セッション名 論文 No. 発表者 所 属 地区 題 目

A-1 斜面調査 5 谷垣 勝久 ㈱タニガキ建工 関西 中央構造線断層破砕帯域での施工時における法面補強の対策例 

A-3 トンネル調査 7 八野 祐二 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 関東 トンネル調査における電気探査結果（比抵抗）からの地山分類 

A-4 地すべり調査Ⅰ 14 鈴木 聡 奥山ボーリング㈱ 東北 岩盤地すべり箇所における変質指標を用いた地質構造および変質特性の検討 

A-5 地すべり調査Ⅱ 18 遠藤 則夫
㈱アサノ大成基礎

エンジニアリング
東北 地すべり機構解析へのボアホールカメラ画像解析と年代測定の適用例 

B-1 メインテナンス 26 飯塚 徳達 ㈱東建ジオテック 関東 SAAM ジャッキを用いた土留工の安全管理の事例 

B-2 地域と地質的課題 29 栗山 大助 奥山ボーリング㈱ 東北
テフラ層が分布する岩盤地すべり地で実施したトレンチ調査および地すべり
変動に関する考察 

B-3 現場技術Ⅰ 33 植木 忠正 中央開発㈱ 関東 高品質ボーリング工法による緩い砂のサンプリング 

B-4 現場技術Ⅱ 39 今井 幹浩 応用地質㈱ 関東
パーカッションボーリングと孔内挿入式 3D レーザースキャナー(CALS）を
用いた効率的な坑道内部調査例 

B-5 室内試験 42 持田 文弘 応用地質㈱ 関東 砂・シルト分を多く含む地盤の非排水せん断強度決定法について（その２） 

C-1 地下水調査Ⅰ 51 宮澤 育江 ㈱サクセン 関東 エアハンマ工法を用いた地下水湧出層の判定 

C-2 地下水調査Ⅱ 54 吉岡 正光 サンコーコンサルタント㈱ 関東 原位置特性の把握を目的とした電動駆動タイマー式地下水採水装置の適用性 

C-3 孔内観察 64 渥美 賢拓 国土防災技術㈱ 東北 ボアホールカメラによる孔内観察 

C-4 物理探査 72 竹田 好晴 応用地質㈱ 関西 通行の安全確保に向けた道路管理者との協働による路面下空洞調査 

C-5 ケーススタディ 75 岩﨑 誠二 中央開発㈱ 東北 未圧密地盤における現況圧密度の評価のための調査・解析事例 

D-1 サウンディングⅠ 84 奈須 徹夫 ㈱ワイビーエム 九州 動的コーン貫入試験装置における打撃装置自重低減効果について 

D-2 サウンディングⅡ 86 茂木 太郎 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 東北 河川堤防耐震性能照査でのスクリュードライバー式サウンディング試験法
（SDS 試験法）の利用性 

D-3 河川堤防調査 91 上野 俊幸 応用地質㈱ 九州 スウェーデン式サウンディング試験を主体とした樋門等構造物周辺堤防の空
洞化調査事例 

D-4 環境調査 94 西 俊憲 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 東北 自然由来重金属等含有トンネルズリの簡易蛍光 X 線分析装置による汚染土量
の算定に当たっての課題 

D-5 自然災害／防災教育 103 塚本 真理佳 応用地質㈱ 東北 総合学習を通じた防災教育への取組み 
 

全地連「技術フォーラム2014」について
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　本検定試験の「現場調査部門」および「現場技術・管理部門」は，平成 27 年度以降，それぞれの部門
に設置する試験コース制を下記のイメージの通りに統合し，検定試験を実施することが全地連の理事会で
決定いたしました。
　この試験コース統合は，発注機関から寄せられていたご意見やご指摘などを踏まえて行ったものであり，
発注機関が地質調査技士に求めている技術力の向上や均整化などを図り，また，本資格が発注機関におい
てより適切に活用されることを目指し，実施したものです。なお，試験コースの統合に当たっては，学識
経験者や発注機関などからのアドバイスやご指導をいただき，また，各地区協会や検定委員会での検討の
上，受験資格や出題内容などの方針を決定いたしました。
　試験コース統合の詳細につきましては，来年４月までに全地連ホームページ上でご案内いたします。

会　告

　地質調査技士資格検定試験の試験コース統合について

現場調査部門　試験コース統合のイメージ

現場技術・管理部門　試験コース統合のイメージ
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告

　全地連は，（財）建設業振興基金の助成事業により，地盤情報の利活用を促進するためのガイドブック
を 2 種類作成し，ホームページ「全地連 e-Learning センター」で公開いたしました。
　全地連 e-Learning センターのホームページはこちら → http://www.zenchiren.or.jp/geocenter/

　全地連では，新たな業務形態である「地質リスク調査検討業務」の発注を促
進するに当たり，本業務の効果や発注のポイントなどを取りまとめた「地質リ
スク調査検討業務発注ガイド」を作成し，今年 9 月にはホームページ「全地連
e-Learning センター」で本ガイドを公開いたしました。
　「地質リスク調査検討業務」は，国土交通省が今年 5 月に試行を始めた新たな方
式での発注（発注方式と対象業務の図（いわゆる 4 象限））に追加・採用された業
務であり，地区協会と全地連が連携し国土交通省への陳情を重ねてきた地質リス
クマネジメント事業の成果といえます。
　今後は本業務発注の実現が課題であり，全地連では発注機関における事業計画
段階での参考に供する書として本ガイドを作成した次第です。現在，地区協会お
よび全地連では，本ガイドを活用して PR 活動を展開しておりますが，会員企業の皆さまにおかれまして
は本活動の趣旨をご賢察のうえ，PR 活動にご協力くださいますよう宜しくお願いいたします。
　全地連 e-Learning センターのホームページはこちら → http://www.zenchiren.or.jp/geocenter/

地盤情報の電子納品ガイドブック

CIM 対応ガイドブック －地質調査版－

　本ガイドブックは，特に地方自治体等への PR 用の資料として作成しました。
　電子納品された地質・土質調査成果の再利用については，国，地方自治体の省内，庁内において別
の事業で参考資料として再利用するなどの内部利用だけでなく，広く一般に公開され地震動解析の基
礎データとして活用されるなどの事例も増えております。
　電子化された地質・土質調査成果の内部利用，公開についての検討が今後進んで行くことになりま
すが，再利用環境の構築により，地盤情報の利活用の道筋が明確になって行くことになります。
　本ガイドブックでは，こうした将来を見据えて，国土交通省が定める「地質・土質調査成果電子納
品要領（案）平成 20 年 12 月版」の内容について分かりやすく解説を加えるとともに，電子納品の
現状や課題等についても紹介しています。

　国土交通省では，CALS/EC の問題点等を改善・発展させた CIM の導入を進めようとしています。
CIM では，“属性を付与した 3 次元モデル”を構築・利用する事を前提としており，ICT を駆使して
設計から維持管理に至る業務の改善・効率化・品質・環境性能向上，ライフサイクルコスト縮減等を
目指しています。
　更に CIM では，単に“属性を付与した 3 次元モデル”を構築し，活用するだけではなく，CALS/
EC の各フェーズ間におけるデータ受け渡しという流れから“全ての関係者が構築した 3 次元モデル
により情報を共有する”という流れに大きく変わる事になります。この様に CIM の導入では，業務
の流れ・成果等が大きく変わる事が予想されており，この変革に対応していく必要があります。
　本ガイドブックでは，CIM の概要や地質調査の場面における利活用の事例について紹介しています。

　地盤情報の利活用促進のためのガイドブックの発行について

　「地質リスク調査検討業務」の発注促進のための
　ガイドブック作成について
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　10 月 31 日に開催いたしました標記研究発表会は，関係者を含め 213 名の皆さまにご参加いただき，盛大
に実施する事が出来ました。本活動は，今後も発注機関様等のご協力をいただきながら進めていく予定です。

　地質リスク学会主催「第５回地質リスクマネジメント
　事例研究発表会」 開催結果について

【開催概要】
　■開催日時：平成 26 年 10 月 31 日（金）　9：30 ～ 16：50
　■開催場所：飯田橋レインボービル（東京都新宿区）
　■主　　催： 地質リスク学会
　■共　　管： 特定非営利活動法人地質情報整備活用機構，一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　■後　　援： 国土交通省国土技術政策総合研究所
　■協　　賛： 独立行政法人土木研究所，独立行政法人産業技術総合研究所
　■プログラム：

【開催の様子】
　地質リスク学会のホームページよりご覧いただく事が出来ます。

【来年度の開催について】
　来年度の事例研究発表会は，平成 27 年 11 月 20 日に開催する予定です。（今年度と同じ会場で開催）

【平成 26 年度 地質情報管理士資格 登録更新】
　現在，下記の通り登録更新申請を受け付けております。更新対象の方は，更新手続きの漏れが無いよう
にお早めにお手続きください。

　地質情報管理士　登録更新について

◯全体会　（9：30 ～ 12：00）
　・開会挨拶　渡邊　法美（地質リスク学会 会長，高知工科大学　教授）
　・講演①　　「国土交通省『地質リスク調査検討』試行業務の発注状況とガイドブックの作成
　　　　　　　について」
　　　　　　　（社）全国地質調査業協会連合会　技術委員長　岩崎　公俊
　・講演②　　「中間報告：アメリカ『デビルズスライドトンネル・プロジェクト』の考察
　　　　　　　－施工結果と GBR の適用について文献調査からの予察－」
　　　　　　　地質リスク学会 会員　須藤　 宏
　・講演③　　「斜面崩壊による労働災害の防止対策に関するガイドライン（案）の公表について
　　　　　　　 －地盤リスクという危険の芽を摘み取るための情報共有としての点検表－」
　　　　　　　（独）労働安全衛生総合研究所　伊藤　和也
　・講演④　　「地質リスクマネジメント体系化委員会　活動報告」
　　　　　　　地質リスク学会 副会長　小笠原 正継
　・表彰式　 「地質リスクマネジメント事例研究発表会」　優秀論文賞授与式
◯第２部　事例研究発表会（13：00 ～ 16：50） 　（全 23 編）
　講演集：地質リスク学会ホームページよりダウンロード→ http://www.georisk.jp/?page_id=589f

申請対象者：平成 23 年度 地質情報管理士資格検定試験に合格し，資格登録した方
　　　　　　平成 23 年度 地質情報管理士登録更新の手続きを行った方　　　　
申請受付期間：平成 26 年 12 月 1 日（月）～平成 27 年 1 月 31 日（土）
申請方法：所定の様式に従い申請書類を作成し，全地連宛にメールで提出していただきます。
　　　　　詳しくは，以下のホームページよりご確認ください。
　　　　　→　http://www.zenchiren.or.jp/jouho_kanrisi/kousin.html
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会  

告

　全地連の受注動向調査結果（平成 26 年度上半期（4 月～ 9 月））は，次の通りとなりました。

　平成 26 年度 上半期の事業量 452 億円
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無断転載厳禁
印刷物・Web 上等に本誌記事を掲載する
場合は、一般社団法人全国地質調査業協
会連合会に許可を受けてください。

　本号の小特集テ－マは，全国の協会員からの要望が
多い「最新の調査技術と今後の動向」ついて企画した
ものです。会員企業の業務が多様化する中，一言に調
査技術といっても多岐にわたります。このようなこと
から，地質調査業界として全地連が取り組んでいる「新
マ－ケット創出・提案型事業」で採用された技術を紹
介することとしました。「新マ－ケット創出・提案型事
業」については，「地質と調査」通巻 118 号（平成 20
年 12 月 10 日発行）で，平成 19 年度～ 20 年度におけ
る６事業を紹介しています。今回は２回目となり，現
在活動中の主な５事業を紹介しています。また，巻頭
言では全地連会長に新マ－ケット創出事業の意義を，

総論では全地連技術委員長に地質調査業を取り巻く市
場変化や今後の進展が期待される地質調査技術につい
てまとめていただき，会員企業にとっても大変参考と
なります。
　本号による新事業の紹介によって「新マ－ケット創
出・提案型事業」への応募事業の増加，さらなる参加
企業の増加，あるいは発注者への技術開発のアピ－ル
を期待しています。最後になりましたが，執筆者の方々
にはご多忙中にもかかわらず，本号の発行にご協力頂
きましたことに対し，心から感謝の意を表します。

（2014 年 12 月　佐久間記）

編集後記

「地質と調査」通巻 140 号（平成 26 年 8 月 20 日発行）の p.52 ＜参考文献＞ 4）「田代博（2012）」とあるのは，「荒牧 重雄・勝
井 義雄・中川 光弘・井口 正人・井上 公夫・小山 直人・池谷 浩，伊藤 和明〔監修〕（2004）」の誤りでした。　
おわびして訂正します。なお，Web サイトで開している本号は，平成 26 年 9 月 17 日に更新しました。

おわびと訂正



次世代型3次元レーダ

3d-RADAR は、多 素 子 の 超 高 帯 域 ア ン テ ナ を
200MHz から 3GHz の正弦波ステップ周波数で高速に
切替ながらデータを取得し、リアルタイムでフーリエ逆
変換をして時間領域の地中レーダ波形を生成する革新的
な3次元地中レーダです。
表層から高い分解能で測定できます。また、１回の走行
で、最大 28 断面のデータを取得できますので、埋設管
の方向や路面下空洞の広がり等を容易に推定可能です。

Road Doctor は、道路の維持管理に特化したソフトです。
目的・用途に応じて、多様なモジュールが用意されています。

・測定項目に応じた地中レーダ専用のRoad Doctor GPR

・GPRとカメラ画像を合わせたRoad Doctor Cam-Link

・たわみ試験、道路性状等を全て統合して表示できるRoad Doctor Pro

・GSSI、3D RADAR、IDS、MALA等、各社GPRデータに対応可能
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これからの地質調査業と
新マーケット創出・提案型事業の意義
一般社団法人全国地質調査業協会連合会　会長　成田 賢
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地質調査の技術進歩への期待
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小特集  新マーケット創出・提案型事業
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アセットマネジメントに関する事業　
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　のり面の維持管理に取り組み～
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………………………………………畔柳 耕一




